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追悼　川原栄峰先生

中　島　　徹

　川原栄峰先生 は 平成19年 1 月 23日早朝永 眠 され ま した 。 享 年86
。

　先生 は 四 国の 由 緒 あ るお 寺 を継 ぐべ き人 で した が 、 西 洋哲学 の 道 に進 ま

れ 、 仏 教に つ い て の 造 詣 を披瀝 す る こ とは 控 え て お られ ま した 。

　昭和 18年 に早 稲 田大学哲 学科 の 卒業 を控 えた先生 は 、 卒業論文 （主題 は

カ ン トの ア ン テ ィ ノ ミー 論 ）を執筆 中に徴兵検査を受 け 、 卒業直後に 入 隊 、

砲 兵 隊 に配 属 され ま した 。 戦後 、 修 行 の た め に 高野 山に 登 られ ま したが 、

請 われ て 高野 山 大 学で 教鞭 を取 られ ま した 。 昭和32年 に早稲 田大 学法 学 部

に移 られ 、 48年 に 文 学部教 授 に就任 され ま した 。

　先 生 は長 期 に わ た っ て 文学部 で 『純粋 理性批 判』 の 演習 を担 当 され ま し

た 。 学 部 の 3 年生 に と っ て ドイ ツ 語 で 読む 『純粋 理 性批判 』は難 関で した 。

履修 した 言 語 に 関係 な く 「1 ヶ 月 だ け猶 予 す る 。 そ れ以 後 は 区別 し ない 」

と宣言 され て 、 学生 は必 死 に カ ン トの 原文 に取 り組み ま した。 先生 の 授 業

に か ける熱意 と緊張感 に私 はた だ圧倒 され て い ま した 。

　 昭 和30年代 の 初 めか ら先生 は何度も ドイ ツ に赴 かれ 、 そ の 交友 の 広 さは

驚 くば か りで し た 。 折 にふ れ て お話い た だい た だ けで も 、 ヤ ス パ ー
ス とハ

イ デ ッ ガ
ー

、 ま た ヴィ ッ サ
ー

や ヘ ン リッ ヒ な どの 名前 が あ りま した 。 と り

わ け ハ イ デ ッ ガ ー に お 会い に な っ た こ と と、 ヴィ ッ サ
ー

教授 との 長年 に わ

た る親 交 は先 生 に と っ て 大 き な こ とで あ りま した 。

　 ハ イ デ ッ ガ ー に深 く傾倒 され た 先生 は 、 昭 和56年 にそ の 研 究の 集大成 と

言 うべ き大 部 の 著 書 『ハ イ デ ッ ガ ー の 思惟』で 学位 を受 け られ ま した が
、
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そ の 後 は ニ ー チ ェ の 研 究 に 主 力 をそそ がれ ま し た 。
ハ イ デ ッ ガ ー に 畏敬 の

念 をい だ か れ て い た先 生 は 、
ニ ー チ ェ に は 子息 に 対す る よ うなお 気持 ち も

お あ りに な っ た よ うで す 。 しか し 、 先生 が本 当 に 意を用 い られ た の は翻 訳

で あ っ た と思 い ます 。 数 多 くの 翻訳 を な さい ま した が 、 先 生 の お仕 事 は ま

さに 「骨 身 を削 る」 もの で した 。 当時研 究室 に 在籍 した加藤直克 、 那 須政

玄 とい っ し ょ に 私 も先生 か らご指導をい た だ きま した 。 翻訳 した原 稿 を先

生 に 見 て い た だ く と、 赤 ペ ン で 真 っ 赤 に な っ て 帰 っ て きます 。 今度 こ そ は

と書 き直 して 提 出す る と、 また 赤 くな っ て 帰 っ て くる とい うこ とが 続 きま

した 。 川 原研 究室 にはその 後 も多 くの 学生 が在 籍 し 、 同 じ よ うな指 導を受

けま し た 。 現在で は考 え られ ない こ とだ と思い ます。

　 ただ
一

つ 残 念な こ とは、 先生が ヤ ス パ ー
ス にお 会い に な っ た とき の 印象

が 良 くなか っ た こ とで す 。 ヤ ス パ ー
ス は先 生の ご質問 に 答 え る こ と な く 、

一
方 的 に 自身 の 考 え （「原 爆 」 に つ い て の 議 論 ） を述べ て い た そ うで す 。

そ れ 以 降 、先 生は ヤ ス パ ー
ス の 著作 は 読 まれ て も、親 し み を感 じ る こ とが

で きな か っ た よ うで す 。 これ は不 幸 な こ とで し た 。 それ で も先生 は 、 昭和

59年 の 日本ヤ ス パ ー
ス 協会の 再 発 足 に あ た り鈴木 三 郎先生 の 要請で 理 事 と

な られ 、 協会 の 発 展 に 貢 献 され ま した 。 『コ ム ニ カ チ オ ン 第 7 号 』 （平 成 4

年 11月）に は 「巻頭 言」 を寄せ られ て い ます 。

　 研 究に お い て も 、 学生 指 導にお い て も 、
っ ね に 「義務 を果 た す」 とい う

お気持ちが先生を動か して い た と思い ます 。 そ れ もご く自然に な さっ て い

た とこ ろに 、 幅広 い 分野 で 活躍 す る人 び とを育て られ た 先生 の 真骨 頂 が あ

りま した 。

　 先 生 の ご冥福 を心 か らお祈 りい た し ます 。

国士 舘大学教授
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